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クローズアップ！　若手エンジニアたちが活躍

Hoizu
mi

Miyaji

高度な技術力と独立系メーカーならではの自由かつ柔軟な発想で躍進を続ける東プレでは、芝浦工大出身OB・OGが活躍

している。では、先輩たちはどのように働いているのだろうか。そこで同社を代表する3名の若手エンジニアにフォーカスを当て

て、「就職活動」「仕事内容」「夢・目標」「OFFの過ごし方」「後輩へのメッセージ」について語ってもらった。

大学時代はデザイン系の授業から加工や金

型の実務的なことまで幅広く学びました。そし

て、就職を考える時期になって、人の命や安

全に関わる仕事に携わり、大学で学んできた

ことを活かしたいと考え、医療機器業界と自動

車業界を志望しました。最終的に就職先とし

て東プレを選んだのは、人の命や安全に直結

する自動車の骨格部分の製品をつくっている

こと、さらに幅広い事業領域を展開しているこ

とに魅力と可能性を感じたからでした。また、

もともと設計をやりたいと思っていたところ、会

社説明会で設計職の先輩社員の話を直接

聞く機会があり、とてもわかりやすい説明と自

分の仕事に自信と誇りを持っている姿に強く

惹かれて、「この人と同じ会社で仕事がしてみ

たい」と思い、入社を決心しました。

入社以来、金型設計Grで金型のモデリング・

見込み解析・NCデータ作成業務を担当して

きました。完成車メーカーから提供された3D

データを、CADを使用してソフト上で調整し、

金型モデルをつくるのが「モデリング」です。そ

して、目的の形状に到達するまでトライを繰り

返しながら、結果に基づいて金型モデルを変

形していく「見込み解析」を行い、金型を加工

していく際に工具をどのように移動して鋼材を

削っていくか、その軌跡を「NCデータ」として

作成します。今は工機部で解析業務を担当

しています。品質をより良くするために、どの工

程を玉成していくのか解析し、判断しなければ

ならないので様々な知識が求められます。設

計で学んだ知識を活かしながら日々チャレンジ

しています。多種多様な方法を自分で考え

て、トライするところが面白いです。

現在担当している業務の前工程の「シミュ

レーション」は他部署で分業していますが、これ

を習得するのが目標です。そのために、社外

のシミュレーションソフトの講習を受講し、自己

啓発に努めています。双方の知識とスキルを

習得することで、広い視野を持ったエンジニア

に成長し、さらに仕事の幅を広げていきたいで

す。また、見込み解析での回数が1回でも少

なくなるように新しい手法を確立することも目

指しています。大学時代は、設計職は机の上

で行う仕事というイメージを持っていましたが、

入社後に実務を通じて現場を知る大切さを学

びました。これからも製造現場に積極的に出

向いて担当者とコミュニケーションを取り、そこ

で得た情報をより良いモノづくりに活かしてい

きたいと思っています。

エンジニアにはそれぞれの働き方があるエンジニアにはそれぞれの働き方がある

1935年に自動車用プレス部品の製造開発メーカーとしてスタートした東プレ株式会社。
自動車関連製品、冷凍車両、空調機器関連製品、電子機器製品の4つの事業を柱に、多彩なニーズに応えている。

連結売上高2000億円超、従業員数5000名以上、
日本国内を含め全世界で20拠点以上を有するグローバル企業として、さらなる成長と発展が期待される。

働き方を知るOB·OG  × 

取材協力：東プレ株式会社
https://www.topre.co.jp/

人の命や安全に関わる仕事を志望
先輩社員の話を直接聞いて決心

私の就職活動!!

金型設計で何度もトライを繰り返し、
理想の形状ができた時に喜びを実感

現在の仕事内容は！？

広い視野を持ったエンジニアに
成長し、仕事の幅を広げていきたい

今後の夢・目標！！

「今がなにができるかではなく
何をしたいのか」を考えて、後
悔しないように全力で就職活
動にチャレンジしてください。
設計職志望なら、CADを
使ったことがなくても毎日訓
練していれば必ず習得できま
す。大切なのは、粘り強くやりきること。そして、自分が働
いている姿をリアルにイメージするためにも、志望職種の
先輩社員の話を直接聞いてみることをお勧めします。

休日はピストバイクに乗って都心にコーヒー
を飲みに行ったり、古着屋に出かけています。
大学時代はスケートボードに凝っていました
が、ここ数年（旅行が制限されるまで）は休
暇を利用して台湾や韓国へ海外旅行に出
かけたり、会社の先輩と国内旅行に行くこと
も、新たな趣味に加わりました。また、お酒も
好きで、友人とよく飲みに行きます。最近は
感染予防を考えて、ワインを買ってきて家飲
みを楽しむことも増えました。

何度もトライする
粘り強さとやりき

る力。
エンジニアに必要

なのは、

所属：自動車機器事業本部
　　  工機部 生産技術課

卒業：2014年 デザイン工学部
　　　デザイン工学科
　　　生産システム専攻

保泉 仁紀

技術職
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取材協力：東プレ株式会社　https://www.topre.co.jp/ 会社概要など詳しくは140ページをご覧ください

大学受験でシステム理工学部機械制御シス

テム学科を志望したのは、モノづくりにかかわる

仕事がしたいと思ったからでした。大学時代も

その思いは変わることはなく、就職活動では日

本のモノづくりを代表する自動車業界に絞っ

て、自動車部品メーカーを中心にまわりました。

その中で東プレは、一番最初に会社説明会

に参加した会社でした。そこで自動車関連製

品以外にも冷凍車両の製造を手がけている

ことを知り、トラック関連の部品の話なども聞い

ていく中で一品一様のモノづくりを行っている

ことに興味を持つようになりました。お客様の

ニーズにあわせていろんなタイプのオーダー

メードのモノづくりができること、しかも若手社員

のうちから仕事を任せてもらえることに強く惹か

れて入社しました。

入社以来、希望していた冷凍車の生産技術

の仕事に携わっています。最初は広島事業

所に配属となり、3年目から栃木工場に勤務し

ています。現在の業務は多岐にわたり、新規

設備の導入における仕様検討から稟議書作

成、量産展開、その後のフォロー、さらに生産ラ

インの問題対応まで一気通貫で行っていま

す。生産ラインにはさまざまなタイプの冷凍車

が流れ、バリエーションが多いために問題点が

発生することもあります。内容によって上司に

相談したり、図面に関することなら開発・設計

部門に問い合わせて問題を解決していきま

す。開発・設計と生産現場をつなぐ橋渡し役

として、「より高品質、より低コスト」な冷凍車の

生産を目指しています。現在は、同じ部署の

新入社員教育も担当しています。

生産設備の導入後、問題なく稼動できた時

や生産現場の人たちから「導入してよかっ

た」と言われた時、さらにその設備を数年にわ

たって使用してもらえている時は、自分の仕

事が役立っているうれしさを実感します。ま

た、食の安全に貢献していくという点で、街中

のコンビニやスーパーで自分が手掛けた技

術が使われている冷凍車を目にする事にやり

がいを感じます。当社には、導入効果の認

められる提案であれば、実行していける風土

があります。今後の目標は生産設備の「自

動化」です。決められた条件とコストの中で、

既存の考えにとらわれず自分のアイデアを最

大限に活かし、今までの工場にない新しい生

産設備の導入にチャレンジしていきたいと考

えています。

学部や専攻と関係ないよう
な業界に見えても、意外なと
ころでつながっていることも
あります。就職活動という機
会を活かして、興味を持った
ら会社説明会に積極的に参
加してみてください。また、大
学時代の時間を有効活用して、部活・サークル・アル
バイトなど今しかできない経験をして、視野を広げること
につなげてほしいと思います。

最近、会社の先輩に誘われて海釣りデ
ビューしました。茨城県の方に出かけてシー
バス釣りを楽しんでいます。釣果はまだ1
匹ですが、初めてヒラメを釣った時の感動は
格別でした。釣り具などの購入に先行投資
した分、これから元をとれるようにスズキをね
らってたくさん釣っていく予定です（笑）。ま
た、大学時代からスノボに凝っていて、冬は
休日を利用してよく出かけます。オンとオフ
を切り替えて楽しく過ごしています。

所属：冷凍機器事業部
　　  生産技術部 生産技術G

卒業：2014年 システム理工学部
　　 機械制御システム学科

近藤 祐太

生産
技術職

大学で素材の製法・物性・加工を学んだの

でもともと素材の加工に興味があり、それに加

えて設計製図の授業がきっかけで設計職を考

えるようになりました。就職活動ではそのような

仕事に就ける業界や会社として自動車部品・

製缶・化学などのメーカーを分野を問わず、

まわりました。東プレに就職を決めたのは、工場

見学と女子学生対象の会社説明会に参加

したのがきっかけでした。工場見学では実際

に金型を見ることができ、会社説明会では女

性エンジニアの先輩社員と対話する機会があ

り、とても親近感がわいてきて、就職活動の不

安を払拭することができました。いろいろな会

社を訪問しましたが、自分が働いている姿を

もっとも現実的に想像できたのが当社でした。

今、その決断は正しかったと実感しています。

金型の設計、改造図作成、設計ソフトで使用

するツールの整備などを行っています。最近

の金型設計は、材料を焼入れしながらプレス

加工を行うHOT STAMP型の需要が高まっ

ています。軽くて高強度な製品をつくれる一

方で、構造も複雑になっています。設計した

金型ができあがると試し打ちを行い、不具合が

発生した場合は改造図を作成し、金型を改修

していく工程を何度か繰り返して完成に至りま

す。また、定期的に若手設計者で定例会を

開き、設計時の課題やスピーディーで効率的

な作業方法を話し合い、設計ソフトのツールの

整備に役立てています。自分が設計した金

型が実際にカタチになった時、そして製品をつ

くるために機能しているのを見た時に、この仕

事の達成感と感動を味わっています。

私が所属している金型3D設計チームは、

「異常費削減」「設計工数削減」を目標に改

善に取り組んでいます。コスト削減と効率化

という目標を達成するためには、現場での組付

け・加工のしやすさ、型が壊れないように干渉

や強度を考慮した構造を設計者によってムラ

が無く同じレベルで設計できるようにし、また各

作業を短時間で行う必要があります。近年一

つの対策として、若手設計者の定例会で発

案した「出図図面の2Dレス化」を実施しまし

た。それまで現場は紙で出力した図面を使用

していましたが、3D図面を見やすくするシステ

ムを構築し、それを使用してもらうことで工数削

減と図面アンマッチを防止する効果をあげまし

た。今後も3D設計チーム一丸となって、さら

に成果を発揮していくことが目標です。

私は大学に入学した当初は、
自分が将来金型の設計をし
ているとは全く考えていませ
んでした。何気ないきっかけ
で自分の視野や興味が広
がったので、皆さんも授業や
学校生活、私生活でさまざま
なことに挑戦し、多くの経験をすることで、自分にとって
貴重な機会を得てほしいです。それが将来につながっ
たらとても素敵なことだと思います。

旅行やライブが仕事をがんばる糧で、海外
はアメリカ（ロサンゼルス）や台湾、国内は
ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに行った
のがいい思い出です。遠出して知らない土
地を歩き回って、ライブの後においしいお酒
を飲んだりご飯を食べることで、日々の疲れ
をリフレッシュしています。新型コロナウイ
ルスの影響で外出を控えるようになってから
は、動画配信サービスで映画やドラマを見
たり、漫画を読んで過ごしています。

所属：自動車機器事業本部
　　 技術部　金型設計Gr

卒業：2016年 工学部
　　　　　　 材料工学科

宮地  渚

技術職

オーダーメードのモノづくりが
できることに強く惹かれて入社

私の就職活動!!

冷凍車の生産技術に携わり、
新規設備の導入を一気通貫で担当

現在の仕事内容は！？

自分のアイデアを最大限に活かし、
生産設備の「自動化」を実現したい

今後の夢・目標！！

工場見学と会社説明会に参加し、
女性エンジニアに惹かれて入社

私の就職活動!!

金型が実際にカタチになった時、
達成感と感動を味わっています

現在の仕事内容は！？

金型3D設計チーム一丸となって、
成果を発揮していくことが目標

今後の夢・目標！！

冷凍車の生産を
目指して技術力

を高める。
「より高品質、よ

り低コスト」な

実務で学びなが
ら金型設計を極

めていく。
「やって覚える」

のが東プレ流。
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取材協力：東プレ株式会社　https://www.topre.co.jp/ 会社概要など詳しくは140ページをご覧ください

大学受験でシステム理工学部機械制御シス

テム学科を志望したのは、モノづくりにかかわる

仕事がしたいと思ったからでした。大学時代も

その思いは変わることはなく、就職活動では日

本のモノづくりを代表する自動車業界に絞っ

て、自動車部品メーカーを中心にまわりました。

その中で東プレは、一番最初に会社説明会

に参加した会社でした。そこで自動車関連製

品以外にも冷凍車両の製造を手がけている

ことを知り、トラック関連の部品の話なども聞い

ていく中で一品一様のモノづくりを行っている

ことに興味を持つようになりました。お客様の

ニーズにあわせていろんなタイプのオーダー

メードのモノづくりができること、しかも若手社員

のうちから仕事を任せてもらえることに強く惹か

れて入社しました。

入社以来、希望していた冷凍車の生産技術

の仕事に携わっています。最初は広島事業

所に配属となり、3年目から栃木工場に勤務し

ています。現在の業務は多岐にわたり、新規

設備の導入における仕様検討から稟議書作

成、量産展開、その後のフォロー、さらに生産ラ

インの問題対応まで一気通貫で行っていま

す。生産ラインにはさまざまなタイプの冷凍車

が流れ、バリエーションが多いために問題点が

発生することもあります。内容によって上司に

相談したり、図面に関することなら開発・設計

部門に問い合わせて問題を解決していきま

す。開発・設計と生産現場をつなぐ橋渡し役

として、「より高品質、より低コスト」な冷凍車の

生産を目指しています。現在は、同じ部署の

新入社員教育も担当しています。

生産設備の導入後、問題なく稼動できた時

や生産現場の人たちから「導入してよかっ

た」と言われた時、さらにその設備を数年にわ

たって使用してもらえている時は、自分の仕

事が役立っているうれしさを実感します。ま

た、食の安全に貢献していくという点で、街中

のコンビニやスーパーで自分が手掛けた技

術が使われている冷凍車を目にする事にやり

がいを感じます。当社には、導入効果の認

められる提案であれば、実行していける風土

があります。今後の目標は生産設備の「自

動化」です。決められた条件とコストの中で、

既存の考えにとらわれず自分のアイデアを最

大限に活かし、今までの工場にない新しい生

産設備の導入にチャレンジしていきたいと考

えています。

学部や専攻と関係ないよう
な業界に見えても、意外なと
ころでつながっていることも
あります。就職活動という機
会を活かして、興味を持った
ら会社説明会に積極的に参
加してみてください。また、大
学時代の時間を有効活用して、部活・サークル・アル
バイトなど今しかできない経験をして、視野を広げること
につなげてほしいと思います。

最近、会社の先輩に誘われて海釣りデ
ビューしました。茨城県の方に出かけてシー
バス釣りを楽しんでいます。釣果はまだ1
匹ですが、初めてヒラメを釣った時の感動は
格別でした。釣り具などの購入に先行投資
した分、これから元をとれるようにスズキをね
らってたくさん釣っていく予定です（笑）。ま
た、大学時代からスノボに凝っていて、冬は
休日を利用してよく出かけます。オンとオフ
を切り替えて楽しく過ごしています。

所属：冷凍機器事業部
　　  生産技術部 生産技術G

卒業：2014年 システム理工学部
　　 機械制御システム学科

近藤 祐太

生産
技術職

大学で素材の製法・物性・加工を学んだの

でもともと素材の加工に興味があり、それに加

えて設計製図の授業がきっかけで設計職を考

えるようになりました。就職活動ではそのような

仕事に就ける業界や会社として自動車部品・

製缶・化学などのメーカーを分野を問わず、

まわりました。東プレに就職を決めたのは、工場

見学と女子学生対象の会社説明会に参加

したのがきっかけでした。工場見学では実際

に金型を見ることができ、会社説明会では女

性エンジニアの先輩社員と対話する機会があ

り、とても親近感がわいてきて、就職活動の不

安を払拭することができました。いろいろな会

社を訪問しましたが、自分が働いている姿を

もっとも現実的に想像できたのが当社でした。

今、その決断は正しかったと実感しています。

金型の設計、改造図作成、設計ソフトで使用

するツールの整備などを行っています。最近

の金型設計は、材料を焼入れしながらプレス

加工を行うHOT STAMP型の需要が高まっ

ています。軽くて高強度な製品をつくれる一

方で、構造も複雑になっています。設計した

金型ができあがると試し打ちを行い、不具合が

発生した場合は改造図を作成し、金型を改修

していく工程を何度か繰り返して完成に至りま

す。また、定期的に若手設計者で定例会を

開き、設計時の課題やスピーディーで効率的

な作業方法を話し合い、設計ソフトのツールの

整備に役立てています。自分が設計した金

型が実際にカタチになった時、そして製品をつ

くるために機能しているのを見た時に、この仕

事の達成感と感動を味わっています。

私が所属している金型3D設計チームは、

「異常費削減」「設計工数削減」を目標に改

善に取り組んでいます。コスト削減と効率化

という目標を達成するためには、現場での組付

け・加工のしやすさ、型が壊れないように干渉

や強度を考慮した構造を設計者によってムラ

が無く同じレベルで設計できるようにし、また各

作業を短時間で行う必要があります。近年一

つの対策として、若手設計者の定例会で発

案した「出図図面の2Dレス化」を実施しまし

た。それまで現場は紙で出力した図面を使用

していましたが、3D図面を見やすくするシステ

ムを構築し、それを使用してもらうことで工数削

減と図面アンマッチを防止する効果をあげまし

た。今後も3D設計チーム一丸となって、さら

に成果を発揮していくことが目標です。

私は大学に入学した当初は、
自分が将来金型の設計をし
ているとは全く考えていませ
んでした。何気ないきっかけ
で自分の視野や興味が広
がったので、皆さんも授業や
学校生活、私生活でさまざま
なことに挑戦し、多くの経験をすることで、自分にとって
貴重な機会を得てほしいです。それが将来につながっ
たらとても素敵なことだと思います。

旅行やライブが仕事をがんばる糧で、海外
はアメリカ（ロサンゼルス）や台湾、国内は
ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに行った
のがいい思い出です。遠出して知らない土
地を歩き回って、ライブの後においしいお酒
を飲んだりご飯を食べることで、日々の疲れ
をリフレッシュしています。新型コロナウイ
ルスの影響で外出を控えるようになってから
は、動画配信サービスで映画やドラマを見
たり、漫画を読んで過ごしています。

所属：自動車機器事業本部
　　 技術部　金型設計Gr

卒業：2016年 工学部
　　　　　　 材料工学科
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津田●私は出身が福岡なので、親元を離れて芝浦工大に来たんです

よ。当時、１年生が最初に通うのは大宮校舎。学校のまわりが本当に

田舎の雰囲気で、「東京の大学に来た」というイメージとは、ずいぶん違

うなと思った(笑)。年輩のご夫婦が営む賄い付きの下宿に住んで、ま

ずは一人暮らしの生活に慣れるまでが大変でした。

井上●３年生から芝浦校舎に移りましたね。ここも「キャンパス」という

よりは、工業系の単科大学ならではの、質実剛健な雰囲気がありました。

材料力学で使ったコンクリートの塊が置いてあったり、化学実験のにお

いがしたり。

津田●技術者を育てる大学ということで、授業は厳しかったね。特に３

年生以降の製図には苦しんだ。ただ、勉強ばかりしていた訳ではなく、

仲間と遊んだり、アルバイトをしたり、人づきあいには熱心だった。東京

の人たちに親切にしてもらったことに始まり、勉強でも遊びでも「人と人

福岡県福岡市出身。1978年に機
械工学科を卒業、須賀工業に入
社。約２年間の大阪勤務の後に
当時の東京支店工事部へ。
2011年に副社長に就任、2017
年より代表取締役社長。

PROFILE

学生時代には、よく学び、よく遊び、いろいろなことに興味をもって、視野を広げてほし
いですね。そして建築設備という業界に関心がもてたら、ぜひその奥深さを探りにき
てください。私たちはさまざまな職種や実際の工事の様子を丁寧に説明し、モノづく
りの楽しさの第一歩を感じていただきたいと考えています。私たちの仕事は、日々の
努力の積み重ねが実を結ぶ仕事です。30年以上も前に井上君と新築工事を手が
けた東京都現代美術館の大規模改修工事を再び当社が請け負っているのは、感慨
深いものです。いつまでも地図に残るモノづくりを、一緒に手がけてみませんか。

津田  端孝
代表取締役 社長

会社概要など詳しくは254ページをご覧ください

OB·OG  TOP
芝浦工大出身の社長と
東京支社長は語る

芝浦工大出身の社長と
東京支社長は語る

大学で身につけた知識を活かし、技術者として現場
で蓄積した経験を、マネジメントや経営の分野で開花
させるキャリアの重ね方もあります。ともに芝浦工業
大学出身、新卒で入社してステップアップを続けた
津田端孝社長と井上純一東京支社長に、お二人の
歩んできた道のりについて語っていただきました。

津田  端孝
代表取締役 社長

井上  純一
専務取締役 東京支社長

との交流」に非常に助けられた。そのことにとても感謝しているし、会

社に入ってからも、そういうところは変わらないのではないかと思う。

井上●私は横浜の実家から大学に通っていて、ヨット部の活動に一生

懸命でした。年に何ヶ月も合宿するので、学業の方はほどほどに(笑)。

在籍は建築学科でしたが、就職活動をするまで、当社のような設備工事

の専門会社があることは知りませんでした。４年生の時に、設備系の施

設や先生に接したことがきっかけで、須賀工業に入りました。

津田●二人とも大学の専攻分野は違うけれど、キャリアとしては同じよう

な道を歩いてきた。私の場合は採用されてすぐに大阪の技術部に転

勤、東京に戻ってから工事部で現場担当になった。

井上●私は最初から工事部でした。幸運なことに、配属先の大きな現

場で、工事の始まりから完成までを通して関われたんです。一通りの流

れをつかんだ上で、その後さまざまな仕事に取り組むことができました。

津田●大きな節目になったのは、私が36歳の時。東京都現代美術館

という、当時東洋一といわれた大規模な美術館建築の空調設備工事

を、当社が請け負うことになりました。その時の現場責任者として、私が

所長、井上君が副所長に任命された。世の中でこれだけインパクトのあ

る現場を任されるというのは、ものすごくプレッシャーがあったし、会社の諸

先輩や周りのスタッフも、不安を感じていたんじゃないかな。

井上●二人で同じ現場を担当するのも、初めてでした。いざ現場に入

ると、防災や電気を請け負っている他社や、ゼネコンの現場責任者の方

は、ずっと年上で経験豊富な人ばかり。その中で頑張らなきゃいけない

という責任は非常に重かったですね。

津田●正直、半年くらいで解任されるのではないかと。けれどもとにかく

結果を出すしかない、現場スタッフにも苦労してもらうしかない。それこそ

必死になってやり遂げて、３年かけて工事が完成した。一緒に頑張った

人たちの喜び方は、半端ではなかったね。そして須賀工業が会社として

お客様から喜ばれ、周囲の方の私たちを見る目も変わってきた。

井上●現場の濃密さではここが一番でした。当時JV(共同企業体)で

一緒にやっていた人たちとは、今でもおつきあいがあります。

津田●30代までは現場経験を重ね、管理職に就いたのは41歳の時。

工事課長として、現場の責任者に対するマネジメントを行う立場になっ

た。どちらかといえば私は、技術一本で行くよりも、人と人との交流とか会

話から、相手が何を考えているかを汲み取るような仕事が好きでした。そ

れぞれの現場担当者の性格や能力を把握して、どこかの現場が困って

いたら他から助けを出して、うまくいったらみんなで慰労会をしたりね。そう

やって40代は課長、部長を経験し、50代に東京支社長、取締役、副社

長となった。

井上●私も後に続くように、課長、部長、東京支社長を経験しています。

やはり現場の所長には所長の目線というものがあり、人とモノとお金を

使って自分の現場をどううまく治めようかと考える。それが課長になると、

自分一人が一生懸命やるのでなく、ほかの人の力を使って課としての計

画を達成しなくてはいけない。部長になればさらに広く全体を見渡し、支

店長や支社長は営業そのものにも大きく関わっていく。役職が上がれ

ば、目線も変わりますね。

津田●2017年に社長を拝命して思ったのは、従業員が笑顔になれるよ

うな業績を上げて、みんなでさらなる成長に向けて進んでいける会社にし

たいということ。性格は一人ひとり違っても、求めるものはひとつという、

家族のような気持ちで。

井上●同感ですね。私も多くの社員と気軽に声をかけあえる雰囲気

づくりに気を配っています。

津田●いま業界は非常に良い景況感の中にあるけれど、問題になるの

は担い手不足。働き方改革で一人あたりの就労時間が短縮傾向にあ

り、どうやって時代に合った対応をしながら収益を上げていくか、みんなで

知恵を絞っている。人材の「材」は財産の「財」、とにかく採用・育成を

原点に考えて、生産性の向上などの取り組みを進めていくことが大事だ

ね。

井上●すぐに増員できないところは、たとえばITツールを使って、現場管

理の省力化を図るなどの方法をとっています。ただ我々の仕事は、結局

は人という原動力が大きくならないと大きな仕事をこなせない。そこで、

人員を増やす努力と同時に、人材の質を高める努力を、経営計画の重

点項目にあげています。

津田●採用面接で話すことだけど、建築設備というのは、建物を人間の

骨格や外見とすれば、衛生給排水は血管、空調は呼吸器といった、生

命維持に不可欠な器官となるもの。こうした重要な部分でモノづくりに

関わる設備の仕事は、建設関係の中でも早い時期から現場の長にな

れる、大きな仕事を任せてもらえるという魅力がある。目標を立てて努力

した結果、お客様に喜ばれ、社会に貢献でき、自分も成長できたという達

成感は間違いなく大きいと思うし、私はやはり「人と人との交流」を原点

に、面接に来た学生さんとじっくり話し、入社後の成長をしっかり見届け

ていきたい。

井上●2021年に弊社は創業120周年を迎えました。当時の中期経

営計画のテーマは、「120周年の、その先へ。」であり、2022年度からス

タートした第8次中期経営企画のテーマは「さらなる高みへ！組織の力・

個を高める3年間」。まさにこれから先を担う人たちの、フレッシュな力を

期待したいですね。

× 

取材協力：須賀工業株式会社
https://www.suga-kogyo.co.jp

神奈川県横浜市出身。大学時代は
ヨット部に所属。1980年に建築学科
を卒業、須賀工業に入社。工事部で
現場経験を重ね、横浜支店長を経て
2018年に東京支社長に就任。その
後、2023年より専務取締役に就任。

PROFILE

建築設備は間口が広いことが特徴で、建築学科出身者に限らず、機械でも応用化学
でも環境でも、支障なく仕事を覚えていけると思います。また、そのための社内教育制
度もしっかりしています。なじみの薄い業界かもしれませんが、とても重要な役目を担っ
ており、詳しい内容はインターンシップなどの機会を通じて皆さんにお伝えできるよう努
めています。働く環境については、社員の境遇の改善を最優先に考え、自分たちにでき
る取り組みの一つとして、経済産業省の創設した「健康経営優良法人(ホワイト500)」
の認定を受けようと力を入れているところです。

井上  純一
専務取締役 東京支社長

芝浦工大生へのメッセージ 芝浦工大生へのメッセージ

大規模工事の責任者として、必死になって結果を出す

マネジメントを行う立場で、現場の動きを見渡す

技術者を育てる大学の、雰囲気はまさに質実剛健

業界の現況と課題、そして人材への期待
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津田●私は出身が福岡なので、親元を離れて芝浦工大に来たんです

よ。当時、１年生が最初に通うのは大宮校舎。学校のまわりが本当に

田舎の雰囲気で、「東京の大学に来た」というイメージとは、ずいぶん違

うなと思った(笑)。年輩のご夫婦が営む賄い付きの下宿に住んで、ま

ずは一人暮らしの生活に慣れるまでが大変でした。

井上●３年生から芝浦校舎に移りましたね。ここも「キャンパス」という

よりは、工業系の単科大学ならではの、質実剛健な雰囲気がありました。

材料力学で使ったコンクリートの塊が置いてあったり、化学実験のにお

いがしたり。

津田●技術者を育てる大学ということで、授業は厳しかったね。特に３

年生以降の製図には苦しんだ。ただ、勉強ばかりしていた訳ではなく、

仲間と遊んだり、アルバイトをしたり、人づきあいには熱心だった。東京

の人たちに親切にしてもらったことに始まり、勉強でも遊びでも「人と人

福岡県福岡市出身。1978年に機
械工学科を卒業、須賀工業に入
社。約２年間の大阪勤務の後に
当時の東京支店工事部へ。
2011年に副社長に就任、2017
年より代表取締役社長。

PROFILE

学生時代には、よく学び、よく遊び、いろいろなことに興味をもって、視野を広げてほし
いですね。そして建築設備という業界に関心がもてたら、ぜひその奥深さを探りにき
てください。私たちはさまざまな職種や実際の工事の様子を丁寧に説明し、モノづく
りの楽しさの第一歩を感じていただきたいと考えています。私たちの仕事は、日々の
努力の積み重ねが実を結ぶ仕事です。30年以上も前に井上君と新築工事を手が
けた東京都現代美術館の大規模改修工事を再び当社が請け負っているのは、感慨
深いものです。いつまでも地図に残るモノづくりを、一緒に手がけてみませんか。

津田  端孝
代表取締役 社長

会社概要など詳しくは254ページをご覧ください

OB·OG  TOP
芝浦工大出身の社長と
東京支社長は語る

芝浦工大出身の社長と
東京支社長は語る

大学で身につけた知識を活かし、技術者として現場
で蓄積した経験を、マネジメントや経営の分野で開花
させるキャリアの重ね方もあります。ともに芝浦工業
大学出身、新卒で入社してステップアップを続けた
津田端孝社長と井上純一東京支社長に、お二人の
歩んできた道のりについて語っていただきました。

津田  端孝
代表取締役 社長

井上  純一
専務取締役 東京支社長

との交流」に非常に助けられた。そのことにとても感謝しているし、会

社に入ってからも、そういうところは変わらないのではないかと思う。

井上●私は横浜の実家から大学に通っていて、ヨット部の活動に一生

懸命でした。年に何ヶ月も合宿するので、学業の方はほどほどに(笑)。

在籍は建築学科でしたが、就職活動をするまで、当社のような設備工事

の専門会社があることは知りませんでした。４年生の時に、設備系の施

設や先生に接したことがきっかけで、須賀工業に入りました。

津田●二人とも大学の専攻分野は違うけれど、キャリアとしては同じよう

な道を歩いてきた。私の場合は採用されてすぐに大阪の技術部に転

勤、東京に戻ってから工事部で現場担当になった。

井上●私は最初から工事部でした。幸運なことに、配属先の大きな現

場で、工事の始まりから完成までを通して関われたんです。一通りの流

れをつかんだ上で、その後さまざまな仕事に取り組むことができました。

津田●大きな節目になったのは、私が36歳の時。東京都現代美術館

という、当時東洋一といわれた大規模な美術館建築の空調設備工事

を、当社が請け負うことになりました。その時の現場責任者として、私が

所長、井上君が副所長に任命された。世の中でこれだけインパクトのあ

る現場を任されるというのは、ものすごくプレッシャーがあったし、会社の諸

先輩や周りのスタッフも、不安を感じていたんじゃないかな。

井上●二人で同じ現場を担当するのも、初めてでした。いざ現場に入

ると、防災や電気を請け負っている他社や、ゼネコンの現場責任者の方

は、ずっと年上で経験豊富な人ばかり。その中で頑張らなきゃいけない

という責任は非常に重かったですね。

津田●正直、半年くらいで解任されるのではないかと。けれどもとにかく

結果を出すしかない、現場スタッフにも苦労してもらうしかない。それこそ

必死になってやり遂げて、３年かけて工事が完成した。一緒に頑張った

人たちの喜び方は、半端ではなかったね。そして須賀工業が会社として

お客様から喜ばれ、周囲の方の私たちを見る目も変わってきた。

井上●現場の濃密さではここが一番でした。当時JV(共同企業体)で

一緒にやっていた人たちとは、今でもおつきあいがあります。

津田●30代までは現場経験を重ね、管理職に就いたのは41歳の時。

工事課長として、現場の責任者に対するマネジメントを行う立場になっ

た。どちらかといえば私は、技術一本で行くよりも、人と人との交流とか会

話から、相手が何を考えているかを汲み取るような仕事が好きでした。そ

れぞれの現場担当者の性格や能力を把握して、どこかの現場が困って

いたら他から助けを出して、うまくいったらみんなで慰労会をしたりね。そう

やって40代は課長、部長を経験し、50代に東京支社長、取締役、副社

長となった。

井上●私も後に続くように、課長、部長、東京支社長を経験しています。

やはり現場の所長には所長の目線というものがあり、人とモノとお金を

使って自分の現場をどううまく治めようかと考える。それが課長になると、

自分一人が一生懸命やるのでなく、ほかの人の力を使って課としての計

画を達成しなくてはいけない。部長になればさらに広く全体を見渡し、支

店長や支社長は営業そのものにも大きく関わっていく。役職が上がれ

ば、目線も変わりますね。

津田●2017年に社長を拝命して思ったのは、従業員が笑顔になれるよ

うな業績を上げて、みんなでさらなる成長に向けて進んでいける会社にし

たいということ。性格は一人ひとり違っても、求めるものはひとつという、

家族のような気持ちで。

井上●同感ですね。私も多くの社員と気軽に声をかけあえる雰囲気

づくりに気を配っています。

津田●いま業界は非常に良い景況感の中にあるけれど、問題になるの

は担い手不足。働き方改革で一人あたりの就労時間が短縮傾向にあ

り、どうやって時代に合った対応をしながら収益を上げていくか、みんなで

知恵を絞っている。人材の「材」は財産の「財」、とにかく採用・育成を

原点に考えて、生産性の向上などの取り組みを進めていくことが大事だ

ね。

井上●すぐに増員できないところは、たとえばITツールを使って、現場管

理の省力化を図るなどの方法をとっています。ただ我々の仕事は、結局

は人という原動力が大きくならないと大きな仕事をこなせない。そこで、

人員を増やす努力と同時に、人材の質を高める努力を、経営計画の重

点項目にあげています。

津田●採用面接で話すことだけど、建築設備というのは、建物を人間の

骨格や外見とすれば、衛生給排水は血管、空調は呼吸器といった、生

命維持に不可欠な器官となるもの。こうした重要な部分でモノづくりに

関わる設備の仕事は、建設関係の中でも早い時期から現場の長にな

れる、大きな仕事を任せてもらえるという魅力がある。目標を立てて努力

した結果、お客様に喜ばれ、社会に貢献でき、自分も成長できたという達

成感は間違いなく大きいと思うし、私はやはり「人と人との交流」を原点

に、面接に来た学生さんとじっくり話し、入社後の成長をしっかり見届け

ていきたい。

井上●2021年に弊社は創業120周年を迎えました。当時の中期経

営計画のテーマは、「120周年の、その先へ。」であり、2022年度からス

タートした第8次中期経営企画のテーマは「さらなる高みへ！組織の力・

個を高める3年間」。まさにこれから先を担う人たちの、フレッシュな力を

期待したいですね。

× 

取材協力：須賀工業株式会社
https://www.suga-kogyo.co.jp

神奈川県横浜市出身。大学時代は
ヨット部に所属。1980年に建築学科
を卒業、須賀工業に入社。工事部で
現場経験を重ね、横浜支店長を経て
2018年に東京支社長に就任。その
後、2023年より専務取締役に就任。

PROFILE

建築設備は間口が広いことが特徴で、建築学科出身者に限らず、機械でも応用化学
でも環境でも、支障なく仕事を覚えていけると思います。また、そのための社内教育制
度もしっかりしています。なじみの薄い業界かもしれませんが、とても重要な役目を担っ
ており、詳しい内容はインターンシップなどの機会を通じて皆さんにお伝えできるよう努
めています。働く環境については、社員の境遇の改善を最優先に考え、自分たちにでき
る取り組みの一つとして、経済産業省の創設した「健康経営優良法人(ホワイト500)」
の認定を受けようと力を入れているところです。

井上  純一
専務取締役 東京支社長

芝浦工大生へのメッセージ 芝浦工大生へのメッセージ

大規模工事の責任者として、必死になって結果を出す

マネジメントを行う立場で、現場の動きを見渡す

技術者を育てる大学の、雰囲気はまさに質実剛健

業界の現況と課題、そして人材への期待
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